
終わりに 区分的多項式曲線はスプライン曲線とよばれる．

形状設計によく用いられるのは２次および３次のスプライン曲線で，
ベジエ曲線を C1 級および C2 級につないだものである．

これらは，ド・ブーアのアルゴリズムによる B-スプライン曲線に拡張
されている．B-スプライン曲線のパラメータの定義域を決めるために
必要な単調増加数列はノット列と呼ばれ，

ノット列が非一様な有理 B-スプライン曲線 (Non-Uniform

Rational B-Spline)は NURBS とよばれる．

NURBSはCADやコンピュータグラフィックスの分野での曲線・曲
面の標準的な記述方法になってきている. これらについては，[1], [2],

[3], [4] などに解説されている．
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